
掃
な
ど（
維
持
管
理
課
）／
４
人

／
時
給
１
０
０
０
円

暫
七
夕
ま
つ
り
・
市
民
保
養
事
業

業
務
な
ど（
商
工
課
）／
２
人
／

時
給

円
９００

●
選
考
日

５
月

日
昇（
面
接
）

１７

●
必
要
書
類

臨
時
職
員
採
用
申

込
書
ま
た
は
市
販
の
履
歴
書
、
住

民
票（
外
国
人
は
転
入
日
の
記
載

が
あ
る
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明

書
）。ま
た
、
①
は
離
職
票
や
解
雇

通
知
な
ど
離
職
し
た
こ
と
が
証
明

で
き
る
書
類
、
②
は
卒
業
証
明
書

※
所
定
の
申
込
書
は
人
事
課
、
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

●
そ
の
他

失
業
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
今
回
賃
金
を
受
け

取
る
こ
と
で
、
失
業
手
当
の
受
給

額
に
影
響
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み

５
月
６
日
晶
～
１３

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松

掌
を
除
く
）に
、
本
人
が
必
要
書

類
を
持
っ
て
人
事
課
へ

●
対
象

５
月
１
日
以
前
か
ら
安

城
市
に
居
住
し
て
い
て
、
次
の
①

②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
今
後

も
継
続
し
て
就
職
活
動
を
す
る
人

①
平
成

年

月
１
日
以
降
に
、

１９

１０

企
業
の
雇
用
調
整
な
ど
に
よ
る

継
続
雇
用
の
中
止
や
解
雇
で
離

職
を
し
た

※
外
国
人
は
、
日
本
語
で
の
日
常

会
話
が
で
き
る
こ
と
。

②
平
成

年
３
月
末
以
降
、
高
校
・

２０

大
学
、
ま
た
は
各
種
専
修
・
専

門
学
校
な
ど
を
卒
業
し
、
５
月

１
日
現
在
、
就
職
し
て
い
な
い

●
雇
用
期
間

雇
用
の
日
か
ら
６

か
月
以
内（
６
月
１
日
昌
～

月
１１

日
昌
）

３０●
勤
務
時
間

原
則
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
５
時

●
勤
務
内
容
／
予
定
人
数
／
賃
金

暫
資
源
ご
み
回
収
・
施
設
内
整
理

な
ど（
環
境
保
全
課
）／
７
人
／

時
給
１
２
４
０
円

暫
体
育
施
設
の
管
理
・
環
境
保
全

業
務
な
ど（
体
育
課
）／
１
人
／

時
給
１
０
０
０
円

暫
明
治
用
水
緑
道
パ
ト
ロ
ー
ル
・

清
掃
業
務
な
ど（
公
園
緑
地
課
）

／
４
人
／
時
給
１
０
０
０
円

暫
道
路
の
補
修
・
舗
装
、
側
溝
清

■問
▼
人
事
課

（
緯〈

〉２
２
０
３
）

７１

広報あんじょう 2011.5.1 俄

●
対
象
　
市
民
で
、
市
内
に
活
動

の
拠
点
を
置
く
５
人
以
上
の
団
体

●
対
象
と
な
る
活
動

暫
防
災
訓
練
・
環
境
改
善
・
運
動

会
な
ど
の
町
内
会
活
動

暫
子
ど
も
会
な
ど
の
指
導
育
成
活

動
暫
体
育
指
導
委
員
に
よ
る
地
域
ス

ポ
ー
ツ
活
動

暫
社
会
福
祉
、
環
境
改
善
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

暫
市
主
催
の
行
事
や
公
民
館
講
座

な
ど

※
右
記
以
外
の
自
主
的

な
活
動
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

●
内
容

暫
賠
償
責
任
保
険（
主

催
者
や
指
導
者
が
法

律
上
の
賠
償
責
任
を

問
わ
れ
た
場
合
）
糸

事
故
１
件
に
つ
き
最

高
５
億
円（
免
責
１

件
に
つ
き
１
０
０
０

円
）

暫
傷
害
保
険（
指
導
者

や
参
加
者
が
傷
害
を

受
け
た
場
合
で
、
脳
・

心
臓
病
疾
患
な
ど
を

除
く
）▼
死
亡施

　３００

万
円
　
入
院施

１
日
２
０
０
０

円
　
通
院施

１
日
１
０
０
０
円

※
熱
射
病
・
日
射
病
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

●
そ
の
他
　
５
月
か
ら
内
容
が
変

わ
り
ま
し
た
の
で
、
不
明
な
点
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■問 
▼
財
政
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
０
）

７１

ۓ
ٸ
ޏ
用
ର
ࡦ

市
臨
時
職
員
募
集

ふ
れ
あ
い
補
償
制
度
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い

広報あんじょう　2011.5.1峨

　
妊
娠
中
の
生
活
や
育
児
に
つ
い

て
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
教
室
で
す
。

●
と
き
　

６
月
　

日
松

１１

●
対
象
　

妊
婦
と
そ
の
夫

●
申
し
込
み
　

要
予
約
の
も
の
止

５
月
９
日
捷
～
６
月
３
日
晶（
松

掌
を
除
く
）に
直
接
か
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
で
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
緯

〈
　

〉１
１
３
３
／
胃〈
　

〉１
１
０

７６

７７

３
）へ
　

そ
れ
以
外
止
当
日
午
前

９
時
　

分
～
　

時
に
、
直
接
同
セ

１０

１１

ン
タ
ー
へ

※
い
ず
れ
も
先
着
順
。

■
赤
ち
ゃ
ん
体
操
と
交
流
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
時
間
　

午
前
９
時
　２０

分
・
　

時
　

分

１０

４０

※
所
要
時
間
１
時
間
　１０

分
。

●
内
容
　

赤
ち
ゃ
ん
体

操
な
ど
に
よ
る
、
接
し

方
・
あ
や
し
方
の
学
習
。

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
を
持

つ
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
か
ら
妊
娠
・
出
産
・

育
児
の
体
験
談
を
聞
き

ま
す
。

　
な
お
、
高
校
生
が
命

の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会

と
し
て
、
一
緒
に
参
加
し
ま
す

●
定
員
　

各
　

組
１０

■
抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
時
間
　

午
前
９
時
　

分
・
　

時
・

２５

１０

　
時
　

分
・
　

時
　

分

１０

３５

１１

１０

※
所
要
時
間
約
　

分
。

１５

●
定
員
　

各
　

組
１２

■
妊
婦
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　

午
前
９
時
　

分
～
　

時

２０

１１

　
分
５０※

所
要
時
間
約
　

分
。

１０

●
内
容
　

妊
婦
体
験
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
用
し
、
妊
婦
の
日
常
生
活
を

体
験

■
赤
ち
ゃ
ん
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　

午
前
９
時
　

分
・
　

時

４５

１０

　
分
・
　

時
　

分
・
　

時
　

分

２０

１０

５５

１１

３０

※
所
要
時
間
約
　

分
。

１５

●
内
容
　

身
近
な
材
料
か
ら
、
赤

ち
ゃ
ん
の
お
も
ち
ゃ
作
り
を
体
験

■
絵
本
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　

午
前
９
時
　

分
・
　

時

４５

１０

　
分
・
　

時
　

分
・
　

時
　

分

２０

１０

５５

１１

３０

※
所
要
時
間
約
　

分
。

１５

●
内
容
　

読
み
聞
か
せ
の
実
演
、

赤
ち
ゃ
ん
向
け
絵
本
の
紹
介

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　

午
前
９
時
　

分
～
　

時

２０

１１

　
分
５０●

内
容
　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
、
歯
の
豆
知
識
、
家
族
風

呂
デ
ビ
ュ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
。

ま
た
、
事
故
防
止
・
お
母
さ
ん
と

赤
ち
ゃ
ん
と
の
絆
を
深
め
る
内
容

の
映
像
も
上
映
し
ま
す

■問 
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

　
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
は
、
自

ら
が
本
来
持
っ
て
い
る
力
を
引
き

出
し
、
意
識
と
能
力
を
高
め
、
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
意
思
決
定

に
関
わ
る
力
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

●
と
き
／
内
容
／
講
師
　

左
表
の

と
お
り

●
定
員
　
　

人（
先
着
順
）

２０

●
対
象
　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
　

歳
以
上
で
、
す
べ
て
の
講

２０

座
に
参
加
で
き
る
人

※
過
去
に
受
講
し
た
人
は
不
可
。

●
費
用
　
　
円
５００

●
そ
の
他
　

託
児
あ
り（
有
料
・

要
予
約
）

●
申
し
込
み
　

５
月
６
日
晶
～
　３１

日
昇
午
前
８
時
　

分
～
午
後
５
時

３０

（
松
掌
を
除
く
）に
、
直
接
か
電
話

で
市
民
協
働
課
へ

■問 
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

講　　師内　　容と　き回

山田 綾 氏
あや

（愛知教育大学教授）
開講式／男女共同参画
とは６月１４日昇１

青木 仁  子 氏
ひと こ

（弁護士）女性と法律６月２４日晶２

平野 昜  子 氏
よう こ

（三重大学非常勤講師）メディアリテラシー７月７日昭３

市職員市の男女共同参画施策
／市政・議会について９月８日昭４

松田 照  美 氏
てる み

（人材育成コンサル
タント）

わかりやすいまとめ方９月２８日昌５

効果的な伝え方１０月１２日昌６

修了交流会１０月２１日晶７

体
験
し
よ
う
！
親
育
て
教
室

ௌ
い
て
ỏ

し
て
ỏ
参
ը
し
よ
う
！

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
講
座

※３回目のみ午後１時３０分～４時。その他は午前９時３０分～正午。



　
３
月
　
日
ま
で
に
安
城
市
社
会

３１

福
祉
協
議
会
へ
寄
せ
ら
れ
た
義
援

金
は
、
５
７
０
６
万
８
９
７
１
円

で
す
。

●
３
月
　
日
～
　
日
受
付
分

１６

３１

〈
敬
称
略
〉

　
石
川
正
男
、
板
谷
隆
太
郎
、
伊

藤
昇
、
今
泉
と
よ
子
、
植
村
英
夫
、

梅
田
光
雄
、
梅
村
正
一
、
大
橋
澄

子
、
尾
崎
文
夫
、
加
藤
千
秋
、
加

藤
博
久
、
神
谷
和
也
、
神
谷
美
津

子
、
木
村
賢
二
、
木
村
豊
嗣
、
沓

名
喜
代
治
、
久
保
力
三
家
族
、
後

藤
友
則
、
近
藤
義
行
、
酒
井
紀
彦
、

杉
浦
清
亜
、
杉
浦
未
季
、
杉
浦
光

江
、
杉
浦
康
弘
、
杉
山
武
司
、
鈴

木
浩
平
、
田
中
厚
、
田
中
正
美
、

谷
崎
五
郎
・
友
美
、
塚
本
溢
子
、

塚
本
俊
晴
、
塚
本
守
、
鶴
田
貴
司
、

内
藤
そ
の
子
、
内
藤
良
樹
、
西
岡

健
二
、
西
畑
豊
、
原
子
光
弘
、
福

田
雅
一
、
藤
田
敏
則
、
藤
野
千
秋
、

本
多
健
吾
、
本
間
和
洋
、
蒔
内
建

三
、
水
谷
達
也
、
本
山
司
、
山
田

義
廣
、
若
林
美
佐
、
愛
知
酸
素
㈱
、

㈱
ア
イ
ラ
イ
フ
石
川
、
安
城
ト
ラ

ッ
ク
事
業
共
同
組
合
、
エ
ー
ア
イ
・

マ
シ
ン
テ
ッ
ク
㈱
、
共
立
産
業
㈱
、

く
り
の
木
接
骨
院
、
農
事
組
合
法

人
耕
福
、
三
協
商
事
㈱
安
城
営
業

所
、
㈱
三
廣
社
、
三
八
屋
安
城
店
、

新
英
金
属
㈱
、
㈱
新
電
電
、
西
三

商
業
協
同
組
合
、
㈲
中
央
高
周
波

工
業
、
㈱
中
日
技
研
、
㈱
中
部
機

械
技
研
、
㈱
東
海
金
属
、
㈱
東
海

石
油
、
花
か
ご
、
ひ
か
り
調
剤
薬

局
、
美
容
室
マ
リ
オ
ン
、
㈲
藤
井

造
園
、
碧
海
信
用
金
庫
、
㈲
丸
神

商
店
、
三
神
設
備
㈱
、
三
河
安
城

宝
島
、
㈱
ユ
タ
カ
、
赤
松
町
内
会
、

池
浦
町
内
会
、
石
橋
町
内
会
、
宇

頭
茶
屋
町
内
会
、
小
川
町
内
会
、

尾
崎
町
内
会
、
鹿
乗
町
内
会
、
北

山
崎
町
内
会
、
コ
ー
プ
野
村
新
安

城
自
治
会
、
桜
井
北
町
内
会
、
桜

井
西
町
町
内
会
、
篠
目
町
内
会
、

里
町
内
会
、
下
管
池
町
内
会
、
上

条
町
内
会
、
城
向
町
内
会
、
城
山

町
内
会
、
高
木
町
内
会
、
高
棚
町

内
会
、
館
出
町
内
会
、
土
器
田
町

内
会
、
二
本
木
連
合
町
内
会
、
橋

目
町
内
会
、
浜
屋
町
内
会
、
東
尾

町
内
会
、
東
別
所
町
内
会
、
東
町

町
内
会
、
姫
小
川
町
内
会
、
藤
野

町
内
会
、
古
井
町
内
会
、
別
郷
町

内
会
、
堀
内
町
内
会
、
三
ツ
川
町

内
会
、
箕
輪
町
内
会
、
御
幸
町
内

会
、
子
宝
保
育
園
、
と
も
え
幼
稚

園
、
安
城
中
部
小
学
校
、
安
城
南

部
小
学
校
２
年
１
組
、
安
城
南
部

小
学
校
４
年
２
組
、
桜
町
小
学
校

児
童
会
、
丈
山
小
学
校
、
新
田
小

学
校
児
童
会
、
高
棚
小
学
校
、
安

祥
中
学
校
生
徒
会
、
安
城
北
中
学

校
、
安
城
南
中
学
校
生
徒
会
、
安

城
東
高
校
、
さ
く
ら
学
園
、
赤
松

保
育
園
父
母
の
会
、
あ
け
ぼ
の
保

育
園
父
母
の
会
、
安
城
保
育
園
父

母
の
会
、
和
泉
保
育
園
父
母
の
会
、

え
の
き
保
育
園
父
母
の
会
、
小
川

保
育
園
父
母
の
会
、
さ
く
ら
保
育

園
父
母
の
会
、
桜
井
保
育
園
父
母

の
会
、
城
ケ
入
保
育
園
父
母
の
会
、

新
田
保
育
園
父
母
の
会
、
高
棚
保

育
園
父
母
の
会
、
東
部
保
育
園
父

母
の
会
、
南
部
保
育
園
父
母
の
会
、

二
本
木
保
育
園
父
母
の
会
、
み
の

わ
保
育
園
父
母
の
会
、
ゆ
た
か
保

育
園
父
母
の
会
、
安
城
幼
稚
園
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
安
城
北
部
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

さ
く
の
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
東
栄
幼

稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
愛
の
会（
盲
導
犬

育
成
支
援
）、県
木
庚
申
講
、
紫
陽

花
の
会
、
安
祥
ク
ラ
ブ
、
安
祥
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
者
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
安
城
学
習
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
安
城
高
校
創
立
　

周
年
記

９０

念
事
業
実
行
委
員
会
有
志
、
安
城

農
林
高
校
　

年
度
畜
産
科
卒
業
生
、

２９

安
城
東
高
校
吹
奏
楽
部
碧
海
野
コ

ン
サ
ー
ト
、
安
城
市
議
会
親
睦
会
、

安
城
市
市
制
　
周
年
記
念
市
民
公

６０

募
事
業
検
討
委
員
会
、
安
城
市
施

設
管
理
協
会
公
園
職
員
一
同
、
安

城
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
一
同
、

安
城
市
少
年
野
球
安
城
ラ
イ
ナ
ー

ズ
、
安
城
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
、

安
城
市
保
育
園
長
会
、
安
城
市
役

所
部
長
会
、
安
城
市
役
所
課
長
会
、

安
城
市
役
所
課
長
補
佐
会
、
安
城

市
役
所
係
長
会
、
安
城
地
区
労
、

安
城
福
祉
ふ
れ
あ
い
ダ
ン
ス
、
池

浦
町
　

世
紀
の
会
、
石
橋
グ
ラ
ウ

２１

ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、
エ
ー
ア
イ
・

マ
シ
ン
テ
ッ
ク
㈱
社
員
一
同
、
カ

ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
さ
く
ら
、
作
野
ト

ー
タ
ル
、
里
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

サ
ル
ビ
ア
東
部
太
極
拳
一
同
、
三

協
商
事
㈱
安
城
営
業
所
従
業
員
一

同
、
㈱
三
廣
社
三
廣
会
、
志
貴
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
下
管
池
町
内

会
友
愛
会
塚
八
啓
子
、
松
栄
運
輸

㈱
従
業
員
一
同
、
上
条
老
人
ク
ラ

ブ
、
昭
和
の
語
り
部
会
、
新
英
会
、

㈱
新
電
電
社
員
一
同
、
住
吉
町
内

会
婦
人
ク
ラ
ブ
、
育
て
上
げ
ネ
ッ

ト
中
部
虹
の
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
ア
ン
ク
ル
ズ
、
太

極
拳
木
曜
会
、
太
平
寺
同
行
、
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
火
の
舞
、
ド
ジ
会
、

と
も
カ
ラ
オ
ケ
教
室
一
同
、
西
三

河
働
く
人
の
く
ら
し
・
健
康
ネ
ッ

ト
、
日
本
音
楽
審
査
員
協
会
愛
知

県
支
部
、
二
本
木
１
５
会
、
二
本

木
公
民
館
金
も
く
せ
い
ダ
ン
ス
、

日
本
共
産
党
安
城
市
委
員
会
、
に

れ
の
会
、
東
端
町
内
会
　

年
度
評

２２

議
員
一
同
、
ピ
ュ
ア
さ
さ
め
・
お

客
様
一
同
、
福
釜
町
２
番
組
、
福

釜
町
農
用
地
利
用
改
善
組
合
青
年

部
、
藤
野
町
内
会
　

年
度
評
議
員

２２

一
同
、
古
井
新
町
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
会
、
古
井
ト
ー
タ
ス
、
古
井

四
ツ
葉
子
ど
も
会
、
フ
レ
イ
ズ
、

碧
海
信
用
金
庫
碧
友
会
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
安
城
第
２
団
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
安
城
第
４
団
、
北
部
福

祉
セ
ン
タ
ー
社
交
ダ
ン
ス
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
井
畑
花
の
道
サ
ー
ク
ル

柿
田
公
園
愛
護
会
、
箕
輪
町
体
育

委
員
会
有
志
、

㈱
ヤ
マ
コ
従

業
員
一
同
、

匿
名
、
募
金

箱
へ
の
多
数

の
寄
附
者

■問
▼
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課

（
緯〈
　
〉２
９
４
１
）

７７

東
日
本
大
震
災
義
援
金
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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有
料
レ
ジ
袋
の
収
益
金
を
、
環

境
活
動
に
還
元
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　

市
内
で
活
動
す
る
、

構
成
員
３
人
以
上
の
団
体

●
対
象
活
動
　

７
月
１
日
晶
～
来

年
３
月
　

日
松
に
実
施
す
る
、
地

３１

球
温
暖
化
防
止
・
ご
み
の
減
量
・

環
境
教
育
な
ど
、
環
境
保
全
を
目

的
と
し
た
活
動

●
助
成
金
額
　
１
事
業
あ
た
り
上

限
　
万
円

５０
●
助
成
団
体
数
　
レ
ジ
袋
収
益
金

の
範
囲
内
で
決
定

●
選
考
　

書
類
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

●
申
し
込
み
　

５
月
９
日
捷
～
　３１

日
昇（
当
日
消
印
有
効
）に
、
応
募

用
紙
を
持
参
か
郵
送
で
、
清
掃
事

業
所（
〒
　－

１
１
５
５
堀
内
町

４４４

西
新
田
２
）へ

※
応
募
用
紙
は
、
同
所
・
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■問 
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
た
い
、
お
な
か

周
り
が
気
に
な
る
け
ど
改
善
で
き

な
い
人
の
運
動
・
食
生
活
を
見
直

し
ま
す
。

●
期
間
　

５
月
　

日
晶
～
７
月
　

２０

２０

日
昌
の
う
ち
６
日
間
程
度

●
募
集
人
数
　
　

人（
先
着
順
）

１０

●
対
象
　

市
内
在
住
・
在
勤
の
　１８

～
　

歳
で
、
健
診
を
受
け
る
前
に

６４
生
活
習
慣
を
見
直
し
た
い
人

※
通
院
中
の
人
は
不
可
。

●
申
し
込
み
　

５
月
６
日
晶
～
　１６

日
捷（
松
掌
を
除
く
）に
電
話
で
市

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

■問 
▼
健
康
推
進
課

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

■問 
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

　
３
月
　
日
に
発
生
し
た
東
日

１１

本
大
震
災
で
は
、
津
波
に
よ
っ

て
多
く
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
家
や
財
産
を
失
い
、

つ
ら
い
避
難
所
生
活
を
続
け
て

い
る
人
も
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
あ
の
日
か
ら
　
日
が
た
ち
ま

５０

し
た
。
震
災
が
き
っ
か
け
で
起

き
た
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、

周
辺
地
域
か
ら
の
避
難
や
東
日

本
の
電
力
制
限
を
も
た
ら
し
、

市
民
の
日
常
生
活
だ
け
で
は
な

く
、
産
業
に
も
大
き
な
打
撃
を

与
え
て
い
ま
す
。
余
震
が
続
く

中
、
復
旧
に
は
多
く
の
時
間
が

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
地
震
に
よ
る
被
害
が

甚
大
に
な
っ
た
の
は
、
想
定
し

て
い
た
以
上
の
津
波
が
き
た
こ

と
が
要
因
の
一
つ
で
す
。
自
然

は
人
知
を
超
え
る
こ
と
を
、
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
震
の
後
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
、
被
災
地
を
気
遣
っ
て
何

か
お
手
伝
い
で
き
な
い
か
と
、

多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま

し
た
。
救
援
物
資
を
届
け
て
い

た
だ
い
た
人
、
物
資
な
ど
の
仕

分
け
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
中
学
生
防

災
隊
の
皆
さ
ん
な
ど
の
温
か
い

心
は
、
被
災
地
に
届
き
ま
し
た
。

復
興
ま
で
に
は
長
い
年
月
と
莫

大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
私
た
ち
に
で
き
る
、

支
援
・
声
援
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
の
街
、
安
城
市
は
、

東
海
・
東
南
海
地
震
が
い
つ
来

て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
わ
れ

て
い
る
地
域
で
す
。
災
害
は
突

然
や
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
の
と

き
に
一
番
大
事
な
の
は
、
ま
ず

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
で
す
。

防
災
危
機
管
理
課
な
ど
で
配
布

し
て
い
る
安
城
市
地
震
防
災
マ

ッ
プ
を
参
考
に
、
今
一
度
、
家

族
で
地
震
災
害
発
生
に
備
え
た

話
し
合
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
副
市
長

新
井
　
 博
  文
 

ひ
ろ
 
み

災
害
に
備
え
、
話
し

合
い
ま
し
ょ
う

多多くの市民から、支援物資を受け付けまし多くの市民から、支援物資を受け付けましたた

市
Ϩ
δ
ା

減
ਪ
ਐ
ڠ
ٞ
ձ

「
環
境
活
動
助
成
金
」助
成
団
体
募
集

私
の
減
る
脂
い
プ
ラ
ン

参
加
者
募
集
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